








インターロイキソ(IL-1)は主としてマクロファージ(単球)が産生するサイトカイン(モノ

カイン)である。誘熱物質(byrogen)として,あるいは,組織破壊を惹起する炎症の誘発物質

として作用し,さらに免疫回路の一過性の免疫賦活化因子として作用することが知られて

いる。 

リウマチ・膠原病での IL-1 活性は成人 RAや SLE の患者で検討され報告されている。RA の

急性期や増悪期における単球のIL-1産生は有意に増加しており1),炎症を認める関節の滑

液中の IL-1活性も著しく高まっている 2)。これに反して,SLEの急性期・増悪期では単球

のIL-1産生はむしろ低下していることが特徴とされている3)。このような疾患によるIL-1

産生の差異は,それぞれの疾患の病態,殊に炎症発生機序の相違が考えられ興味深い。 

そこで我々は,若年性関節リウマチ(JRA),SLE,皮膚筋炎(DM),リウマチ熱意児について,病

状の不活動期・寛解期(または治癒した)に焦点をしぼり,単球産生 1L-1活性を検討したの

で報告した。 


